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法政大学出版局　2017年2月下旬配本　定価4536円（本体4200円＋税） 四六判上製・344頁
 ノルベルト・エリアス 著／大平 章 訳 《叢書・ウニベルシタス1053》

シンボルの理論  ISBN978-4-588-01053-8 C1336

★ 言語はいかにして世代を超え、時代を超え伝承されてきたのか。そして、言語はなぜ人間の集団形成および知識・
文化形成における社会的原動力となりえたのか。主著『文明化の過程』で示された長期的相互依存の連鎖として
の文明化モデル、『時間について』で示された五次元の世界概念を敷衍し、言語・知識・文化に関する総合的理論
を構築するとともに、知識社会学の刷新を試みたエリアス最晩年の重要作。　　　　　　　　　【社会学諸派】

☆関連書：エリアス『文明化の過程（上・下）』『諸個人の社会』『時間について』（小局刊）他。
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法政大学出版局　2017年2月3日配本　定価4536円（本体4200円＋税） 四六判上製・422頁
グザヴィエ・ロート 著／田中祐理子 訳 《叢書・ウニベルシタス1050》

カンギレムと経験の統一性 判断することと行動すること 1926–1939年　 ISBN978-4-588-01050-7 C1310

★★ フランスでは全集刊行も始まり、フーコー、バシュラール、カヴァイエスなどの思想的影響から、フランス現代思想
の先駆者として再評価が高まるカンギレム。カントに源泉をもつ「判断」の哲学から出発し、常に格闘し、抵抗し、
承服しがたいと判断された「現在」と戦い、新たな「現実」を創り出すべく危険を冒し行動する。彼が第一人者であ
るエピステモロジーの可能性とともに、独創的な「生きているものの哲学」がいま明らかになる。 【哲学・思想】

☆関連書：G. カンギレム『正常と病理』『科学史・科学哲学研究』『生命科学の歴史』『生命の認識』（小局刊）。

法政大学出版局　2017年2月15日配本　定価6264円（本体5800円＋税） A5判上製・438頁
長沼美香子 著 

訳された近代 文部省『百科全書』の翻訳学 ISBN978-4-588-44505-7 C3081

明治初期、当時一流の洋学者たちを総動員して進められた、文部省主導の大規模な翻訳プロジェクトがあった。
英国の百科事典を70名以上に及ぶ翻訳者・校正者が協働して日本語訳し、最先端の西洋文明を紹介した全97編
の出版事業は、近代日本の言語・文化・学問に何をもたらしたのか。事業の概観とともに、各分野の主要翻訳語に
着目し、翻訳学の視点から初めて総合的にアプローチした画期作。 【翻訳学・日本語論】

☆関連書：柳父章・水野的・長沼美香子編『日本の翻訳論──アンソロジーと解題』（小局刊、好評２刷！）

法政大学出版局　2017年2月13日配本　定価6048円（本体5600円＋税） A5判上製・402頁
竹永 進 編訳 

大戦間期日本のリカード研究  ISBN978-4-588-64544-0 C3033

明治末から昭和前期にかけて、マルクスをはじめとする近代西洋社会科学の導入が専門化・本格化した時代、日
本の経済学者たちはリカードおよび古典派経済学をどのように受容したのか。福田徳三、河上肇、小泉信三、堀経
夫、森耕二郎、舞出長五郎らによる代表的リカード論の抜粋を、今の読者にも読める現代文に改め、解説を付した
アンソロジー。ラウトレッジ社から刊行された英語版の日本語編集版。 【経済学史】

☆関連書：イサーク・イリイチ・ルービン著、竹永進編訳『マルクス貨幣論概説』（小局刊）。
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